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D：未達成（目標達成に向け取り組んだものの、目標達成にはいたらなかった。50%未満）

E：未実施（事業の取りやめなどにより評価不能又は困難。0%）

効果的・効率的な道路整備の推進 A

市民協働による、みどり豊かなまちづくりの推進と快適で安全安心な公
園、広場とするための維持管理

計画的及び効果的な維持補修の推進 B

交通安全対策の推進 A

B

重点課題
令和元年度
達成状況

令和元年度各部局の重点課題の取組結果

部(局) 都市デザイン部

部(局)長 森本　貞男

住宅・建築物の耐震化の促進 B

　都市デザイン部では、道路、河川、公園等の都市基盤施設について、災害に強いまちづくりを
実現するため日常の維持補修による安全確保等だけでなく、計画的な維持補修や長寿命化及び
耐震化に取り組み、住宅等の耐震化及び空家等対策の促進を図り、公園や広場、緑地について
は、自然に親しむ場にするとともに、災害時の一時避難にも利用できるよう安全で安心な施設とし
て維持保全に努めます。
　あわせて、成長と活力及び安全と安心の観点から、柏原市の発展、市民の安全性や利便性の
向上について必要なインフラ整備を推進します。
  また、交通安全対策として警察や交通安全協会と連携し、交通事故や放置自転車の減少に努
め、市民の交通安全意識の高揚を図るため、啓発活動の充実を図ります。

【達成度について】
A：達成（設定した目標を達成することができた。100%）
B：概ね達成（概ね目標どおり達成することができた。70%以上100%未満）
C：一部達成（目標の一部を達成できた。50%以上70%未満）



　補助利用者について前年度と比較しますと、耐震改修・除却補助は増加となりましたが、耐震
診断補助につきましては大幅の減少となりました。
　また、ブロック塀撤去補助につきましても前年度より減少となりましたが、安全性の確認でき
ないブロック塀の全体量が減少したことに起因するものと考えられます。
　災害に強いまちづくりを実現するため、耐震化についてより一層の普及啓発に努めたいと考え
ております。

総合評価・総括

　前年度より、耐震診断、耐震
改修、除却、ブロック塀撤去補
助制度の利用者の増加を目指し
ます。

→

　耐震診断補助の利用件数は17件であ
り、前年度から11件の減少となりまし
た。
　耐震改修補助の利用件数は3件であり、
前年度から1件の増加となりました。
　除却補助の利用件数は14件であり、前
年度から5件の増加となりました。
　ブロック塀撤去補助の利用件数は15件
であり、前年度から23件の減少となりま
した。

B

概ね達成

活動目標 具体的な取組実績

　耐震診断、耐震改修、除却、
ブロック塀撤去の補助制度を実
施し、耐震化の支援に努めま
す。

→
　昭和56年5月31日以前に建築確認を受けて建てら
れた旧耐震基準の木造住宅を対象に、耐震診断、耐
震設計、耐震改修工事、撤去工事に要する費用の一
部を補助する制度を実施しました。
　また、緊急交通路や避難所への経路沿いにあるブ
ロック塀の撤去工事に要する費用の一部を補助する
制度を実施しました。

全体の達成度

B
目指すべき方向

（中期的な目標）
　大規模な地震から市民の生命・財産を守るため、住宅・建
築物の耐震化を促進します。

概ね達成

部名 都市デザイン部

重点課題 1 住宅・建築物の耐震化の促進

達成目標 達成状況 達成度

　建物所有者に耐震化に対する
理解を更に深めて頂くよう個別
訪問等を実施し、耐震化の普及
啓発に努めます。

→
　耐震化の普及啓発につきましては、チラシの全戸
回覧、ホームページや広報誌への掲載、市有施設窓
口への設置、旧耐震基準の木造住宅の居住者へのポ
スティングを行いました。また、市民総合フェス
ティバルでの出店や講演と個別相談を兼ねた市民
フォーラムを開催しました。

↓ ↓



全体の達成度

A
目指すべき方向

（中期的な目標）

　道路の拡幅により、車の通行が困難な危険個所の解消を目
指し、広域交通網では、良好な市街地の形成と交通渋滞の解
消を図ります。 達成

部(局)名 都市デザイン部

重点課題 2 効果的・効率的な道路整備の推進

達成目標 達成状況 達成度

活動目標 具体的な取組実績

　上市法善寺線は、都市計画道
路大県本郷線の完成後、交通量
の増加が見込まれることから、
スムーズな交通環境を確保する
ため、接道交差部の整備に必要
な用地取得、工事を進めます。

→
　上市法善寺線の道路整備に必要な用地確保に向け
て、用地測量及び物件補償算定業務に取り組み、順
次、用地取得の交渉を進めています。
　また、用地取得ができた範囲において、道路整備
工事（歩道整備）に取り組んでいます。

　雁多尾畑地区の交通の安全や
農業振興を目的に、整備が完成
した市道畑信貴線に引き続き、
接道している信貴太平寺線の整
備を図るため、道路拡幅に必要
な用地取得を進めます。

→
　信貴太平寺線は、道路拡幅に必要な用地確保に向
けて、用地鑑定評価業務に取り組み、順次、用地取
得の交渉を行いました。

↓ ↓

　接道交差点部の整備を行うこ
とで、安全で円滑な交通環境及
び市民の安全・安心が確保でき
ます。

→
　道路整備に必要な用地買収について、
市において2件、土地開発公社において
1件の契約を締結しました。
　また、用地取得ができた範囲で、延長
１１０mの歩道整備工事に着手しました。

A

達成

　上市法善寺線は東側の歩道工事に着手し、また、信貴太平寺線は来年度より工事の着手が可能
となりましたことから、計画的に各事業を進め、交通の円滑化、通学路の安全確保などの事業効
果を早期に発揮する必要があると考えます。

　信貴太平寺線の道路拡幅の整
備を行うことで、大型車両と一
般車両の相互通行の安全確保
や、農業生産の向上が図れるこ
とになるとともに、奈良県側か
ら里山公園へのアクセス路にな
ります。

→
　道路拡幅に必要な用地確保について、
用地取得の交渉が整い、全ての用地確保
ができました。
　次年度より計画的に道路拡幅工事を進
めます。

A

達成

総合評価・総括



　道路、橋りょうの維持管理については、「舗装修繕計画」及び「橋りょう長寿命化計画」に基
づき、今後も計画的な維持補修に取り組んでいく必要があると考えます。

　道路の舗装においては効率的な舗装
維持管理の実施により、安全で円滑な
交通環境の確保及び市民の安全・安心
が確保できます。
　河内国分駅東口の横断歩道橋におい
ては、歩行者の安全な通行を確保でき
る設計が完了します。

→

　道路の舗装補修については舗装修繕計画に基づ
き、市道石川東線の道路補修工事を行ったことに
より、安全で円滑な交通環境の確保、市民の安
全・安心が確保できました。
　また、河内国分駅東口の横断歩道橋におきまし
て、補修のための詳細設計を行ったことから、老
朽化による事故を未然に防ぎ、また歩行者安全な
通行を確保するための次年度の歩道橋補修工事に
繋がるものとなりました。

A

達成

総合評価・総括

　道路の破損等について緊急的な補修
等を行うことで、車両及び歩行者の通
行の安全が確保できます。 → 　緊急的に補修等を行うことで、車両及び歩行者

の通行の安全を確保しております。
A

達成

達成目標 達成状況 達成度

　国道25号から国分寺大橋を渡り本堂
高井田線青谷交差点に繋がる東条青谷
線は、柏原市地域防災計画において緊
急交通路に指定されており、国分寺大
橋の耐震補強を行うことで、大規模災
害時の救命救助活動や支援物資の輸送
等に、重要な役割を果たすことができ
ます。

→
　国分寺大橋は、一級河川大和川の河川区域内の
工事となるため、非出水期（11月1日から5月31
日まで）にしか工事が出来ない制約があることか
ら、複数年に跨る工事となります。
　３工区として、橋面における歩道部の防水工事
を実施し、4工区として、下部工橋脚1箇所の修
繕及び耐震補強工事を実施し、早期の完成を目指
します。

B

概ね達成

　道路の舗装・維持補修については、
平成30年度に更新した舗装修繕計画に
基づき、計画的な補修を行います。
　河内国分駅東口の横断歩道橋は、路
面や階段などの損傷や老朽化が点検結
果において進行している状況であるこ
とから、横断歩道橋の長寿命化修繕計
画に基づき、補修工事の実施に向けて
設計業務を行います。

→
　道路の舗装・維持補修については、更新した舗装
修繕計画に基づき、市道石川東線の舗装工事を行い
ました。
　また、横断歩道橋長寿命化計画に基づき、老朽化
が進んでいる河内国分駅東口の横断歩道橋につきま
して、補修工事を行うための、詳細設計業務を行い
ました。

↓ ↓

　点検パトロールや市民の方からの通
報により、道路面や道路肩等の破損、
陥没等を発見、又は確認した場合は、
事故発生防止のため、緊急的な補修等
を行うなど、迅速に対応を行います。

→
　点検パトロールや市民の方からの破損等の通報に
伴い、現地確認や調査を行い、補修工事を行ってい
ます。2月末時点で約100箇所の道路面や道路肩等
の補修を実施しており、今後も迅速な対応を行いま
す。

活動目標 具体的な取組実績

　一級河川大和川及び国道25号を跨ぐ
国分寺大橋は、地域防災計画におい
て、地域緊急交通路に位置付けられて
いる路線上の重要な橋であり、ライフ
サイクルコストの低減と長寿命化及び
防災上の安全と安心のため、橋りょう
長寿命化計画に基づく修繕と大規模地
震に備えた耐震補強工事を行います。

→
　一級河川大和川及び国道25号を跨ぐ国分寺大橋
につきまして、昨年度に引き続き、橋りょう長寿命
化計画に基づき、橋脚損傷部の修繕と大規模地震に
備えた橋脚の耐震補強工事を行っています。

全体の達成度

B
目指すべき方向

（中期的な目標）

　道路、橋りょうの維持管理については、計画的な維持補修
及び長寿命化に取組むとともに、点検パトロールの強化や破
損個所の緊急的な補修対応により、通行の安全確保や利便性
の向上を図ります。 概ね達成

部(局)名 都市デザイン部

重点課題 3 計画的及び効果的な維持補修の推進



　策定しました交通安全総合整備計画に基づき、対策必要箇所において、計画的に整備を進めて
いき、整備後における効果の把握も行う必要があると考えます。

総合評価・総括

達成目標 達成状況 達成度

　対策必要箇所における歩道設
置、グリーンベルトや交差点へ
の路面標示の設置など対策方法
を検討し、順次改善するための
「交通安全総合整備計画」の策
定を行います。

→

　通学路等の生活空間の安全・安心の確
保を目的とし、交通安全総合整備計画を
策定しました。
　整備計画は、ソフト対策として、交通
安全教室等の啓発活動を引き続き実施す
るとともに、ハード対策として、路面標
示や安全柵設置等を短期計画として、部
分的な歩道整備等を中期計画として取り
まとめました。

A

達成

↓ ↓

活動目標 具体的な取組実績

　通学路や危険な交差点などに
ついて、関係機関と連携を図
り、各小学校区の通学路点検、
各地区の地区点検の結果をもと
に、対策必要箇所の選定や優先
順位を決定します。

→
　通学路に係る関係機関が連携して実施する通学路
点検の結果等を参考に、通学路等の生活空間の安
全、安心の確保を目的に、対策必要箇所の把握や具
体的な対策方法を取りまとめた交通安全総合整備計
画を策定しました。

全体の達成度

A
目指すべき方向

（中期的な目標）

　生活空間の安全・安心の確保のため、点検を継続的に実施
するとともに、対策実施後の効果把握を行い、対策の改善・
充実を図ります。
　また、これらの取組を「ＰＤＣＡ」サイクルとして、繰り
返し実施し、生活空間の安全・安心の確保、向上を図りま
す。 達成

部(局)名 都市デザイン部

重点課題 4 交通安全対策の推進



　市立玉手山公園においては、
老朽化の著しいトイレの改修や
子どもたちに人気の高いちびっ
こゲレンデの人工芝の更新を行
うほか、市内の公園の維持管理
として、遊具施設の点検及び補
修並びに樹木の剪定などを行い
ます。

→

　市立玉手山公園においては、汲取り式のままで老
朽化の進むコミュニティ広場のトイレを洋式簡易水
洗に改修し、また、冒険の広場トイレについては、
修繕に伴い和式から洋式トイレに変更しました。ち
びっこゲレンデについては、人工芝の更新が完了し
ました。
　市内公園については、遊具点検（102公園、
320基）、砂場殺菌（３１箇所）、樹木剪定（８０
箇所）、街路樹剪定（１３箇所）大和川河川敷芝生
管理等を実施しました。

　市立玉手山公園においては、トイ
レの改修やちびっこゲレンデの人工
芝の更新を行うことで、快適にまた
安全に安心して利用していただけま
す。
　また、市内の公園施設の点検及び
補修、樹木の剪定などを行うこと
で、安全・安心な公園として、市民
の方々に安全に、快適に利用してい
ただき、憩いとやすらぎをあたえ、
また交流が生まれる場となります。

→

　市立玉手山公園においては、トイレの
改修を行い来園者が快適に利用できるよ
う取り組みました。また、ちびっこゲレ
ンデの人工芝の更新でより安心・快適に
利用できるよう取り組みました。
　市内の公園施設の定期的な日常点検の
ほか、専門業者による年１回の点検、補
修を行い、また樹木の剪定や伐採を行う
ことで、市民の方々に安全に楽しく利用
していただける憩いとやすらぎの場とな
るように取り組みました。

A

達成

達成目標 達成状況 達成度

　緑地などの緑化の推進や公園など
での草抜きやゴミ拾いなどの簡易な
作業について、地域の方々との協働
を呼びかけることにより、より地域
住民に愛着を持っていただける公
園、広場、緑地となります。

→

　地域に密着した公園は、地域住民に愛着を
持っていただける公園になるよう、草抜きや
ゴミ拾いなどの簡易な作業については、地域
の方々との協働による維持管理を呼びかけ
て、ご協力を頂いておりますが、地域の方々
の高齢化などの課題もあります。このような
状況の中で、今後も地域住民に愛着を持って
いただけるように、子育て世代などの若年層
にも協力してもらえるように働きかけてまい
ります。

B

概ね達成

↓ ↓

活動目標 具体的な取組実績

　市民の方々との協働による草
花の植栽などを呼びかけ、みど
り豊かなまちづくりを進めま
す。

→
　地域への花苗配布を実施しました。（春：3,120
株・26団体、秋：3,160株・27団体）
　協働緑地でも、市民と協働で草花の植栽等を年間
6回実施しました。

全体の達成度

B
目指すべき方向

（中期的な目標）

　公園、広場、緑地については、安全で快適な地域のインフ
ラとして、地域住民の皆様に愛着をもっていただくととも
に、市民の皆様にとって憩いとやすらぎをもたらし、また交
流が生まれる場となるように目指します。 概ね達成

部(局)名 都市デザイン部

重点課題 5
市民協働による、みどり豊かなまちづくりの推
進と快適で安全安心な公園、広場とするための
維持管理



　台風やゲリラ豪雨による倒木の処理や老朽化した遊具の修繕など、緊急的な対応を迫られる事
態が発生したが、限られた人員と予算の中、市内公園のパトロールを強化するなど管理水準を極
端に落とすことなく維持管理を行うことができました。

総合評価・総括


